
埼玉県・拠点保健所・保健所との連携による
研修会の開催について

埼玉県国民健康保険団体連合会 保健課
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本日の内容

１ 埼玉県の状況
・埼玉県の紹介
・埼玉県保健事業支援・評価委員会の概要

２ ・平成２８年度までの取組
・従来の支援の課題
・県と連携した研修会の開催に向けて

３ 平成２９年度の取組
・研修会実施体制
・研修会の実施内容
・研修会開催後のフォロー

４ まとめ
・事業を通じて見えてきた成果と課題
・今後の取り組み



埼玉県の紹介

人口 ７，０４０，５２８人

被保険者数 １，８６８，３６０人

平均寿命 男性 79.6歳 女性 85.9歳

健康寿命 男性 65.5歳 女性 66.9歳

高齢化率 20.7％
出典：国保データベース（ＫＤＢ）システム「地域の全体像の把握」
（平成２８年度累計）



保険者等 国保中央会国保連合会

【国保ヘルスアップ事業等】
レセプト・健診情報等を活用した保
健事業計画策定によりＰＤＣＡサイ
クルで保健事業に取り組んだ保険
者等に対する厚生労働省の助成事
業

○国保ヘルスアップ事業
○後期高齢者医療広域連合が

実施する保健事業

【保健事業支援・評価委員会】

公衆衛生学・公衆衛生看護学に造詣が深い者、
大学等研究機関・地域の関係機関等の有識者
及び都道府県職員、地域の関係者等

・ＫＤＢシステム等を活用した
保険者等への情報提供

・保健事業計画策定への助言

・評価基準等を活用した保健
事業の評価

・保険者等研修の実施

【国保・後期高齢者ヘルスサポート事業
運営委員会】

公衆衛生学・公衆衛生看護学に造詣が深い者及
び大学等研究機関の有識者等

①実態調査

②実施要綱・ガイドライン
の策定
③事業の分析・評価・調査・
研究
④事業実施報告会
⑤事業実施報告書作成
⑥とりまとめ・公表
⑦研修の実施

＜情報提供＞
＜支援＞

＜報告＞

データ分析にもとづく保健事業の
計画・実施・評価（ＰＤＣＡサイクル）の
取組

＜支援＞

＜報告＞

＜国保データベース（ＫＤＢ）システム等を活用した保健事業実施計画策定への助言・保健事業の評価等の支援事業＞

【 保健事業 】
（保険者等が実施する保健事業）

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

【 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業 】

＜評価＞

○国保ヘルスアップ事業については、
保健事業支援・評価委員会から
評価を受けることが必須要件

平成２６年１０月１日～



○ 平成２６年１０月１日に保健事業支援・評価委員会を設置

本委員会は、次の事項を所管としている。
① 国保データベース（ＫＤＢ）システム等を活用した保険者等への情報提供
② 保健事業の手順に沿った評価基準を活用し実施計画策定への助言
③ 評価基準等を活用した保健事業の評価
④ 保険者等職員に対する研修の実施
⑤ その他必要と認める事項

〇 平成２６年～２９年は、主にデータヘルス計画の策定支援を実施

埼玉県のデータヘルス計画策定の状況



データヘルス計画策定における保険者の声
（ヒアリング時の保険者の状況等）

【保険者の声】

• 何から始めたらいいか分からない

• どのように課題の抽出をしたらいいのか

• 目標設定はどのようにしいたらいいか

• 対象者の選定が正しいか不安である

• 国保データベース（KDB）システムの帳票をどのように活用す
ればよいか

• 自分たちが実施している事業が妥当なのか不安である

• 評価の仕方が分からない



保健事業支援・評価委員会の委員による研修会の支援状況

【研修会内容】
H２６
• データヘルス計画策定におけるポイントの整理について
• データ分析による地域の状況・健康課題の把握について
H２７
• データヘルス計画における未治療者対策について
• データ分析による保健指導の評価について
H２８
• 全保険者に向けた研修会を年１回開催

【勉強会内容】
H２７
• 既存事業から見えてくる課題について
• データから見えてくる課題について
• 「データヘルス計画における目標設定について～事業評価を視野に～」
• 「データを活用した目標設定について」
H２８
• 支援を希望している保険者を対象に年２回開催



データヘルス計画策定保険者が
掲載しているデータ及び出典一覧

保健事業の手順に沿った評価基準の
評価項目

データヘルス計画を策定した保険者が、
どのようなデータや資料を掲載していた
か、一覧にして提供

計画策定・自己評価に活用する



国保連合会の保険者支援の状況

【保険者への説明】
〇 保健事業支援・評価委員会の委員の先生が強調している内容を交えなが
ら説明

（例）
• ひとつの事業でよいので、PDCAサイクルをしっかり回してほしい

• 単年でも事業の振り返りになり、特定健診の第３期計画の見直しの材料に
もなるので、策定の意味がある

• 策定すると県の補助金の対象となる

【保険者へデータ提供】
〇 個別支援等に持参しているもの
（例）

• 保険者の全体像
• 保険者の医療費の状況、特定健診の状況、介護の状況
• 加工データ（あらかじめ要望のあったデータの提供）
〇 随時提供

要望のあったデータの提供



埼玉県におけるデータヘルス計画策定の状況（平成２８年５月調査）

策定済み：青色
H２８年度策定：緑色
H２９年度策定：黄色
策定未定：赤色



【平成２９年度からの取組】

平成２９年度からは、全保険者の効率的な支援を目指し、県・拠点保健所と連携し、データヘル
ス計画策定及び評価に係る研修会を県内の拠点保健所（４カ所）で実施した。

【拠点保健所で研修会を開催した理由】
• 支援保険者の増加
• 保険者ネットワークの形成
• 地域の中で核となる保険者の育成

研修会を開催するまでの経緯

【県・保健所・連合会が連携するために取り組んだこと】
①保健所副所長会議へ参加→（研修の実施体制・内容について県・保健所と協議）
②３者の事業目的のコラボ
保健所：PDCAサイクルを展開できる人材の育成
県国保課：医療費適正化、データヘルス計画策定推進
連合会：データヘルス計画の策定支援

PDCAサイクルに沿った保健事業の展開

３者の目的を共有し、実施体制を構築



平成２９年度国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の実施状況

内容 目的 時期 対象者 参加保険者 事業内容

全体研修会 ・ 第1期データヘルス計画

における課題を整理し、次
期計画の策定の際に改善
すること

7月18日
国保・衛生
担当者

（57/70）

【講演】
「第２期データヘルス
計画策定のポイント
～第１期計画書を
活用した計画の策定
～」

【グループ討議】
「第1期データヘルス計
画における課題の整
理～実践編～」

川口保健所 ・ 個別保健事業の見直し
の視点を理解し、事業評価
シートを完成させることで、
次期計画で改善するべき
点について理解し、反映さ
せること

9月13日

国保・衛生
担当者

（15/19）
【講演】
「第２期データヘルス
計画に向けて」

【グループ討議】
「個別保健事業の見
直しの視点～実践編
～」

春日部保健所
8月31日 （13/16）

狭山保健所
8月23日 （15/18）

熊谷保健所

10月3日 （15/17）



平成２９年度国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の実施状況

・健診受診率向上をテーマに設定

・ストラクチャー、プロセス、アウトプット、
アウトカムの４つの視点で事業を振り返
り、第１期計画の評価のトレーニングを
実施

・グループの中でモデル保険者を設定
し、ディスカッションの活性化を目指した。



拠点保健所（４カ所）で開催した研修会の様子



評価委員の助言

• データヘルス計画は、国民健康保険事業ではあ
るが、他部門多機関との連携なしでは、良い計
画とは言えない。

• 住民が特定健診を受診しやすい環境・体制をつ
くれるよう、医師会と協議を重ねるとよいのでは
ないか。

• 分析内容が、医療費に偏っているところが多く、
現状の保健事業に沿った分析が行われていな
い。

• 重症化リスクを持つ人の抽出は、目標に掲げて
いる受診判定値では人数が多すぎて現実的で
はないため、ハイリスク者から絞るとよい。



研修会後のフォロー支援

データヘルス計画作成イメージ
ＫＤＢを活用したデータの作
成方法



事業を実施した成果と課題

【成果】

• 拠点保健所・管内保健所単位で実施したことにより、
保険者間のネットワーク形成が促進された。

• グループワークにより、他市との意見交換や批評し合
うことで、計画の質を高めることができた。

【課題】
• 国保と衛生の連携が不十分である。

• 単発研修となり、関連のある他の研修と連携ができて
いなかった。

• 研修会の目的、目標、最終ゴールの設定が十分でな
かった。（効果測定が十分にできなかった）



保健所との事前打ち合

わせ

５月開催

・テーマ設定

・地域の健康課題の把握

※事務局がデータ分析、

圏域のデータヘルス計画の内

容からテーマ(案）を提示

第１回データ活用

研修会

８月下旬～９月開催

目標

①保険者が保健事業

の阻害要因を整理し、

事業の優先順位をつけ

ることができる

・事業の阻害要因の整理

・事業の優先順位付け

第２回データ活用

研修会

１１月開催

目標

②保険者が保健事業を

評価する４つの視点・数

値目標について理解でき

る

③保険者が事業を評価

指標、数値目標に基づい

て評価できる

・保健事業の評価指標について

理解

・保健事業の評価の実施

全体研修会

１２月開催

目標

④拠点保健所別

研修会でのディス

カッション内容を共

有

・特定保健指導実施

率向上のポイントについ

て理解

・ＫＤＢを活用した特

定保健指導の評価マ

ニュアルの提供

・拠点保健所別研修

会の内容を連合会がま

とめて発表

国保データヘルス推進事業（国保・後期高齢者ヘルスサポート事業）の流れ

目
的

特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上

Ｄ

Ｃ→Ａ

[NEW]

【平成２９年度から変更した点】

①保健所との事前打ち合わせの開催
②研修会(１回目、２回目)のシリーズ化
③保健所別研修会の内容を全体研修会で共有



埼玉県だからこそできる支援をめざして

ご清聴
ありがとう
ございました


